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講演「日米中韓の大学における授業の現状
―アクティブラーニングの視点から―」
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そうすると、確かにどの分野に限っても、週間の授業時間以外の学修時間を20時間以上確保
している割合は、月曜日から金曜日までの日間としてみても、少ないと感じます。ただ、そう













































































































































????2005 46.1 35.1 59.5 38.7 21 27.5 32.4 20.7 19.5 25.9 30.2 28.1 14.1 27 26.1 13
??2005 9.5 7.3 23.6 10 6.2 4.7 11.8 3.1 3.6 5.4 6 7 3.3 19.5 5.9 4.8
??2007 7.8 8.1 24.1 9.8 7.5 6.2 11.7 3.8 3.7 4.8 6.8 8.7 4.2 16.1 4.7 4.7































































































??2005 75.9 60.7 87.1 56.8 47.5 26.3 55.1 22.2 30.4 49.3 46.3 44.3 21.4 76.5 49 32.9
??2007 71.2 62.7 84 53.3 44.4 31.3 57.9 22.6 32.6 39.8 47.7 52.4 26.9 70.4 30.7 27.9
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7. グローバル化時代における大学のあり方
韓国ではいろいろ印象深いことがありました。まず、私の授業で日本人の学生が人いまし
た。交換留学生かなと思うとそうではなくて、小学校のときに父親の仕事の関係で韓国に駐在で
来られて、そのまま延世大学に進学したとのことでした。ですから、延世大学に入るために共通
試験を受けて入学しています。その学生さんからいろいろ聞きましたら、日本語も上手ですし、
「日本の大学に行こうと思わなかったのですか」と伺いましたら、「思わなかった」という返事で
した。「去年、交換留学で慶応大学に年行かせてもらいましたから、それで十分です」という
答えでした。
かつて、そういう学生はあまり多くはなかったと思います。例えば、欧米でしたら、駐在や向
こうで育った学生が、学費は高いけれども国際競争力とかグローバル化した流れを見て、アメリ
カの大学に進学して日本に戻らないということはありました。この点については、私の昔の研究
テーマでもありましたから、調べたこともございました。しかし、アジアの大学でも既に、そう
いう傾向が少しずつ見られるようになってきたことも、今回延世大学に行って認識した次第であ
りますし、グローバル化した時代においての大学のあり方とは何かを、実は私自身も再考する契
機にもなりました。
もう一つは、また韓国の話になりますけども、初年次教育国際フォーラムに今年の月に久し
ぶりに行きましたところ、アジアの先生が多かったのでびっくりしたら、日本人は人だけでし
た。他のアジア系の人は一体どこの人だろうと思ったら、全員韓国人でした。つまり、日本で10
年ぐらい前文科省による GPがありました。GPで採択されたら、その資金を使って、例えば海
外の初年次教育の視察に行くとかはありました。それが今、韓国で行われています。日本で行わ
れていた GPが韓国の教育省の政策になっています。そういう競争的資金で、初年次教育に関す
る GPが登場しています。韓国から20人以上の教員、大学職員が参加していたということで、日
本の10年ほど前の状況に非常に似ていると感じました。韓国の高等教育はソウルを中心としてい
ますので、地方の大学は、経営的に難しくなってきているので、教育志向に変わってきて、学生
を魅力的な教育で獲得しようとしていることを、今回改めて感じたところであります。
まとめ
日本ではアクティブラーニングの概念は浸透しつつある段階であると思います。ただし、その
手法の実践や効果の研究蓄積は発展段階ですから、人によってアクティブラーニングの受けとめ
方も違いますし、その効果というと未知数のところがあるかと思います。アクティブラーニング
をいかにして、主体的な学びと深い学び、学修時間の増加に結びつけるかは、今後の課題であろ
うと思います。一方、米国では、アクティブラーニングと主体的な学修時間の相関は確実に見ら
れるだろうと感じています。中国では、まだアクティブラーニングは浸透していないと感じまし
たし、韓国では教育志向の政策が導入されつつある段階ではないかということです。
ご清聴、どうもありがとうございました。
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